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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、細胞間接着分子（ICAM）ファミリーのメンバーです。すべてのICAMタンパク質はI型膜貫通糖タンパク質であり、2～9個の免疫グロブリン様C2型ドメインを含み、白血球接着タンパク質LFA-1と結合します。このタンパク質は、LFA-1依存性細胞接着を阻害することで、リンパ球再循環において役割を果たすと考えられます。抗原特異的免疫応答、NK細胞を介したクリアランス、リンパ球再循環、そして免疫応答と監視に重要なその他の細胞間相互作用に重要な接着相互作用を媒介します。この遺伝子には、同じタンパク質をコードする複数の転写バリアントが見つかっています。
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	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	CD102 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Ramos 細胞のフローサイトメトリー分析。

